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８
月
19
日
（
土
）
、
砥
用
商
店

街
一
帯
で
や
ま
び
こ
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

17
時
30
分
か
ら
パ
レ
ー
ド
が
開

始
。
商
工
会
の
愉
快
な
仮
装
行
列

か
ら
始
ま
り
、
婦
人
会
や
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
素
敵
な
踊
り
、
と
に
か
く

元
気
な
子
ど
も
神
輿
、
迫
力
満
点

の
大
人
神
輿
な
ど
、
見
て
る
ほ
う

も
一
緒
に
楽
し
く
な
る
よ
う
な
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
や
神
輿

で
、
砥
用
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
美
里
ド
ー
ム
で
は
17
時

か
ら
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
開
幕
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま

り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
、
大
道
芸
、
よ
さ
こ
い
踊

り
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
最
後
を
締
め
く

く
る
の
は
、
美
里
町
畝
野
出
身
の
、

歌
手
ｍ
ｉ
Ｚ
ｕ
ｈ
ｏ
さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
。
力
強
い
歌
声
は
来

場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
美
里

ド
ー
ム
を
中
心
に
商
工
会
や
町
内

飲
食
店
に
よ
る
露
店
も
数
多
く
出

店
し
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、
約
１
０
０
０
発

の
花
火
が
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

ふ
さ
わ
し
い
大
輪
の
花
火
が
咲
き

誇
り
ま
し
た
。
祭
り
に
来
て
い
た

み
な
さ
ん
は
、
し
ば
し
時
を
忘
れ

て
夜
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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ご自宅の地震に対する安全性を
確認しましょう！

　熊本県では、今後の大地震に備え、県民の皆様が安心して住み続けられる住まいの確保を図るため、戸建て木

造住宅の耐震診断を実施しています。

　耐震診断士（耐震診断を行う方法を習得している建築士）がご自宅を訪問し、目視及び図面等により簡便な方

法で地震に対する強さを診断（一般診断）します。

　平成 28年４月 14日～平成 29年３月 15に補助を受けずに実施された耐震診断は、遡って補助を受けること

ができる場合があります。詳しくは熊本県建築課（☎ 096-333-2535）へお問い合わせください。

●対象住宅

　次の全てに該当するもの

①熊本県内にあるもの ( 熊本市を除く )

②戸建て木造住宅

③住宅所有者が現に住んでいるもの

④在来軸組構法、枠組壁工法（ツーバイフォー工法）

　または伝統的構法によって建築されたもの

⑤地上階数が３以下のもの

⑥昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工したものまたは平

　成 28 年熊本地震で罹災したことが確認できるもの

⑦建築基準法に係る違反がないもの

⑧他の補助制度等による補助金の交付を受けて耐震診

　断を行っていないもの

※住宅の建築年度や図面の有無等の状況によっては、

申込先で、一般診断を経ずに耐震改修設計補助（市町

村事業）をおすすめする場合があります。

●申込みできる方

　原則として住宅所有者

●診断費用

住宅の図面がある場合・・・5,500円

住宅の図面がない場合・・・19,000円

※図面がある場合とは現況と図面が一致し、筋かい

の位置等が明示されている場合。

※別途、振込手数料が必要です。

●申込方法

　申込書にご記入いただき、必要書類を添えて下記申

込先に持参または郵送でお送りください。

※持参の場合は、予め受付期間を御確認ください。

申込書は県庁及び下記財団のホームページでダウン

ロードできます。市町村 ( 熊本市を除く )、県広域本

部景観建築課でも配付しています。

●申込・問合先

〒 862-0950 熊本市中央区水前寺 6-32-1

一般財団法人 熊本県建築住宅センター

☎ 096-385-0771

ホームページ　http://www.bhckuma.or.jp/

耐震改修
建替え工事 耐震シェルター工事

耐震改修設計 耐震改修工事

①補助対象者 原則として住宅の所有者

②補助対象経費 耐震改修設計に要する費用 耐震改修工事に要する費用 建替え工事に要する費用
 耐震シェルター工事に要

 する費用

③補助率 ３分の２以内 61.5％以内 23% 以内 ３分の２以内

④補助金の額
 ②×③又は 20 万円のい

 ずれか低い方の額

 ②×③又は 73.8 万円の

 いずれか低い方の額

 ②×③又は 60 万円のい

 ずれか低い方の額

 ②×③又は 26.6 万円の

 いずれか低い方の額

住宅の耐震化を支援します！

●募集期間　随時（土曜日・日曜日・祝日は除く）９時～ 17 時

●必要書類　補助申請書、費用の見積書など

※平成 28 年４月 14 日～平成 29 年４月 13 日に要件を満たす耐震改修設計・工

事等を補助を受けずに行われた場合、遡って補助を受けることができる場合があり

ます。詳しくは右記へおたずねください。

申込・問合先

美里町役場建設課

☎ 47-1113（直通）
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土砂災害特別警戒区域内の
被災住宅再建支援について

熊本地震による住宅被災者の皆様へ　再建時の移転費・住宅補強費を支援します！

　土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内に居住する方々へ、安全な区域へ移転される際の費用の一部を平成

27 年度から支援していますが、熊本地震により被災された方（被災者生活再建支援制度 ※ の受給対象者）へも

支援対象を広げました。

※被災者生活再建支援法に基づき、自然災害により居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害を受け

た世帯に対し、被災者生活再建支援金を支給し、生活の再建を支援する制度

対象住宅（空き家・賃貸住宅除く）

 ・現在お住まいの住宅の除去

 ・県内の安全な区域（レッドゾーン、

   イエローゾーン外）への移転 

事業要件

 ・移転先住宅の建設・購入費、

　リフォーム費

 ・移転経費（動産移転費等）

 ・アパート等賃貸費（１年間）

・現住宅の除去費等

支援内容

最高 300 万円

レッドゾーンとは 土砂災害特別警戒区域（建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域）

イエローゾーンとは 土砂災害警戒区域（建物が破壊され、住民に大きな被害が生じるおそれがある区域）

◎事業（再建）に着手されている場合、または完了している場合も事業の対象となります。

移転が困難で、やむを得ず現地再建をされる方へ

レッド内の

住宅再建では

住宅補強が必要

対象住宅

地震により倒壊

急傾斜地

警戒区域

 ・住宅補強の工事に要する費用

・住宅補強のために必要な設計に要する費用

支援内容

最高 150 万円
（左記費用× 2 分の 1）

特別警戒区域

　土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内で住宅を再建される際は、建築基準法で規定された住宅補強が必要
です。これらの補強費用の一部を支援します。

【問合先】　美里町役場建設課　☎ 47-1113（直通）

熊本県砂防課防災管理班（手続全般）☎ 096-333-2553　熊本県建築課建築物安全推進班（補強方法）☎ 096-333-2535

廣
ひ ろ せ

瀬　信
のぶひろ

博

稲沢市から派遣
経済課耕地係
趣味：ゴルフ

　愛知県稲沢市より４月から

派遣されました。この度の災害

の一刻も早い復興に向け、微力

ではありますが、精一杯 “がま

だす” 所存です。どうぞよろし

くお願いいたします。

坂
さ か た

田　勧
け ん と

人

民間企業から派遣
建設課建設係
趣味：釣り

　４月より発注者支援として、

主に災害業務を担当していま

す。慣れないことも多くありま

すが、美里町のために頑張りま

す。よろしくお願いします。

倒
壊

災害派遣職員のご紹介

　町では、全国の自治体や団体、民間企

業から派遣された職員が町の復興のため

に活躍しています。これまで、三重県・

宮崎県日南市・佐賀県土地改良事業団体

連合会より、延べ 13 名が長期にわたっ

て町の復興業務に従事されました。今後

も美里町の復旧・復興に向けて “チーム

みさと” 一丸となって頑張ります！
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今
年
も
女
性
消
防
隊
と
し
て
の

消
防
技
術
と
士
気
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
第
５
回
熊
本
県

女
性
消
防
操
法
大
会
」
が
、
８
月

20
日
（
日
）
に
人
吉
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
５
回
目
の
開
催
。
第

１
・
２
回
大
会
で
は
本
町
の
女
性

消
防
隊
が
優
勝
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
12
チ
ー
ム
が
出
場
。
６
人
１

組
の
チ
ー
ム
で
20
ｍ
の
ホ
ー
ス
３

本
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
放
水
し
、
的

を
落
と
す
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
や
動

作
の
確
実
性
な
ど
を
競
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
隊
員
は
、
仕
事
・
家

事
の
合
間
を
見
つ
け
、
約
４
か
月

に
渡
り
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。
今
大
会
も
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
中
、
第
３
位
と

い
う
立
派
な
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
会
成
績
は
、
１

位
人
吉
市
、
２
位
八
代
市
、
３
位

美
里
町
で
し
た
。

強く、正しく、美しく

第５回熊本県女性消防操法大会に出場！
美里町消防団女性消防隊

操法員の紹介（敬称略）

指揮者　大原佳恵（遠野）

１番員　石原恵（洞岳）

２番員　桑島晴加（遠野）

３番員　浦田亜樹（宇土市）

４番員　矢田千尋（宇城市）

補助員　松村ゆき（佐俣）

　美里町消防団女性消防隊
は、普段の仕事や家事の傍
ら、軽可搬ポンプ操法訓練
や応急処置・炊き出しの訓
練、独居老人宅への訪問活
動などを行っています。
　女性消防隊に興味のある
方は、役場総務課防災交通
係（☎ 46-2111） も し く は
お近くの女性消防隊員まで。
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美里町の公用封筒に

  広 告  を掲載しませんか？

　町では、民間企業などの広告を掲載することにより自主財源を確保するとともに、地域の活性化を図っていく

ため、役場の各部署が使用する公用の封筒（ウグイス色）への有料広告掲載を開始しました。この封筒は、町内

外の個人・法人などさまざまな箇所に発送しています。今回、新たに広告を掲載する事業所などを募集します。

●広告を募集する封筒　　長形３号封筒および角形２号封筒（どちらも町名入り）

●広告の規格・掲載料など

封筒 広告枠 募集枠 掲載場所 作成枚数 掲載料（１枠）

長形３号 縦 40 ㎜×横 90 ㎜ 4 枠
下図のとおり

30,000 枚
32,400 円（税込）

角形２号 縦 70 ㎜×横 100 ㎜ 6 枠 20,000 枚

●封筒の使用予定期間　　12 月頃から約１年間（作成枚数を使い切るまで）

●募集期間　　　　　　　10 月２日（月）から 10 月 20 日（金）まで

●提出書類および申込み方法

　①封筒広告掲載申込書、②広告原稿、③納税証明書（未納がない証明でも可。町外に所在地がある法人等のみ）

　をご用意の上、持参または郵送（期限必着）で下記までお申込みください。

　※①②および要項などは、両庁舎および東部出張所に設置しています。また、町ホームページにも掲載しています。

●申込・問合先

　〒 861-4492　美里町馬場 1100 番地　美里町役場中央庁舎総務課行革管財係　☎ 46-2111

　※持参の場合は、砥用庁舎健康窓口課でも申込みを受け付けます。

 広告については、封筒の
 文字と同じ色になります。
 ※グラデーション可

表

裏

裏

９cm ９cm

４cm

４cm

10cm

美里町注釈記載欄

10cm

７cm

７cm

７cm

美里町注釈記載欄

長形３号 角形２号



町のわだいはココでチェック！

ミサトピックス
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　９月５日（火）、町内３小学校の４年生を対象にした土地改良区施

設見学会が行われました。

　これは、土地改良区の施設である用水路や取水箇所を見学するこ

とによって、地域の先人の苦労や努力を現地で学び、用水路や施設

の働きを理解してもらおうと、町土地改良区が主催するものです。

児童たちは、田んぼが持つ水源涵養機能について、土地改良区や、

東部・遠野・西台地集落協定の皆さんに優しく教えてもらいました。

土地改良区施設見学会

▲保水力の実験の様子

▲九州電力調整水槽の見学最後にみんなで記念撮影

　第 29回県シルバー作品展が、８月 22日（火）から 27

日（日）まで県立美術館分館で開催され、遠山喜義さん（境）

が日本画部門で金賞を受賞されました。この作品展は、高

齢者の生きがい作りのため、熊本さわやか長寿財団、県、

県老人クラブ連合会が毎年開いています。日本画や書など

６部門に寄せられた 269 点が展示されました。金賞、銀

賞の作品は来年 11月に富山県で開かれる全国健康福祉祭

（ねんりんピック）の美術展に出品されます。今回の受賞、

誠におめでとうございます。

第 29 回県シルバー作品展

遠山さんと受賞作品

　８月 31 日（木）、砥用庁舎多目的会議室にて、熊本学園大学

経済学部学生によるフィールドワーク報告会が開催されました。

　同大学とは、平成 27年度に地域社会の発展と人材育成に寄与

することを目的に包括的連携協定を結んでいます。その一環と

して、大学が有する専門的な知見を活用し、学生が考える地方

創生に向けた地域活性化対策や、地域が抱える課題解決に向け

たアイデアの提案が行われました。

熊本学園大学経済学部　

フィールドワーク報告会

報告会の様子
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　７月から８月までの２ヶ月間、美里町において、「社会を

明るくする運動」の様々な活動が実施されました。

　７月３日には、安倍内閣総理大臣署名の趣意書が、保護

司の皆さんから、上田町長に伝達されました。また、７月

19日には、広報パレードと街頭啓発活動が展開されたほか、

町内 78箇所の事業所などに募金筒が設置されました。

　募金には、216,784 円もの温かい善意が寄せられました。

この募金は美里町の子どもたちの輝かしい未来のために、

知識と教養を身につけてもらおうと優良図書の購入に充て

られ、町内の各小学校に贈呈されました。

　募金筒を設置させていただいた事業所のみなさんと、募

金をしてくださったみなさんに深く感謝いたします。

第 67 回社会を明るくする運動

　美里町子ども会連盟では連盟所属の子ども会から申

し込みのあった子ども・育成者を対象として、７月 29

日（土）から７月 30 日（日）にかけて、サマーキャ

ンプを美里町ガーデンプレイスにて行いました。

　キャンプファイヤーや、飯ごうでのご飯作り、バナ

ナボート ･カヌー・ローボートの体験活動など、様々

な活動を行いました。

美里町子ども会連盟

サマーキャンプ

みなさんのご協力ありがとうございました

キャンプの様子

　岐阜県岐阜市の三里（みさと）小学校から町内の小学校

に防災頭巾が寄贈されました。

　これは三里小学校の児童達が、読みが同じ美里町でも熊

本地震の被害が出たため、校内で義援金を募集。昨年８月

に中央小学校に図書約 200 冊が届けられたのに続き、励徳

小学校の児童・職員向けに防災頭巾 100 人分が届けられ、

８月 22 日（火）、励徳小学校にて贈呈式が行われました。

贈呈式には励徳小の児童６人が出席し、早速防災頭巾を試

着。５年生の藤井つばめさん（大井早）は「自分たちのこ

とを心配してくれてうれしい。地震が起きたら頭巾をかぶっ

て身を守りたい」と感謝の言葉を述べられました。

　また、三里小の全校児童780人が「いっしょにがんばろう」

などと手書きした用紙６枚分のメッセージも添えられまし

た。

「みさと」が縁

岐阜県の三里小が防災頭巾を寄贈

砥
用
小
学
校
で
の
贈
呈
式

贈呈式の様子
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　９月１日（金）、美里町中小路の熊本県畜産農業協同組合城南支所において「第13回美里町畜産育成管理品評会」

が開催されました。

　肉用種牛・飼料作物の部門に 64点の出陳がされた中、肉用種牛の部で井上司さん（名越谷）、山本一成さん（清

水）、北本慶一さん（遠野）、奥村真代さん（馬場）、飼料作物の部で山本一成さん（清水）が名誉賞首席に輝か

れました。

　上位入賞した出陳牛・飼料作物は、９月 23日（土）に美里町畝野緑川補助ダムで開催された「第 15回宇城・

上益城地域統一畜産共進会」に出陳されました。

第 13 回美里町畜産育成管理品評会

褐毛和種１部

井上司さん（名越谷）の

第３あかひめ号

褐毛和種２部

山本一成さん（清水）の

ゆきなみ号

黒毛和種３部

北本慶一さん（遠野）の

みつゆり号

部門 成績 名号・草種 氏名 地区名

肉用種牛１部

（褐毛和種）

名誉賞首席 第 3 あかひめ 井上　司 名越谷

名誉賞２席 のりこ 上村敏成 白石野

名誉賞３席 さら 三浦郁夫 小筵

名誉賞 みさこ 吉岡孝治 川越

名誉賞 はつね 松永琢磨 遠野

名誉賞 ゆりみつ 米村繁男 清水

名誉賞 しげみ 山本一成 清水

名誉賞 たかつる 田中　豊 岩下

肉用種牛２部

（褐毛和種）

名誉賞首席 ゆきなみ 山本一成 清水

名誉賞２席 たかみや 増永光喜 畝野

名誉賞３席 なずな 西田誠也 中郡

名誉賞４席 第二みさき 奥村真代 馬場

名誉賞５席 こと 田中　淳 中郡

名誉賞 のぞみ 高田良一 畝野

名誉賞 かなえ 椿　孝博 古閑

名誉賞 たかさつき 奥村智昭 払川

名誉賞 よしこ 奥村智昭 払川

名誉賞 はるえ 椿　孝博 古閑

名誉賞 みさき 三浦郁夫 小筵

名誉賞 めい 國武貴史 中郡

名誉賞 にいや 米山恵一 畝野

名誉賞 あずさ 増永光喜 畝野

名誉賞 つるなみ 北村高秋 大沢水

名誉賞 さやか 67 北本慶一 遠野

名誉賞 みつさかえ 西田誠也 中郡

名誉賞 つるゆき 上村敏成 白石野

肉用種牛３部

（黒毛和種）

名誉賞首席 みつゆり 北本慶一 遠野

名誉賞２席 ふゆみ 吉岡孝治 川越

肉用種牛４部

（黒毛和種）

名誉賞首席 ゆりひめ 奥村真代 馬場

名誉賞２席 ふくさち 奥村真代 馬場

名誉賞３席 やすみつ 廣田基公 名越谷

飼料作物の部

名誉賞首席 イタリアン・へイレージ 山本一成 清水

名誉賞２席 イタリアン・乾草 椿　孝博 古閑

名誉賞３席 イタリアン・乾草 椿　孝博 古閑

名誉賞４席 イタリアン・乾草 上村敏成 白石野

名誉賞５席 イタリアン・乾草 北本慶一 遠野

名誉賞６席 イタリアン・サイレージ 吉岡孝治 川越

名誉賞７席 イタリアン・へイレージ 米村繁男 清水

名誉賞８席 イタリアン・サイレージ 松村康生 大窪

黒毛和種４部

奥村真代さん（馬場）の

ゆりひめ号
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　７月 15 日（土）、やつしろハーモニーホールで

開催された第 42回 IEC 熊本国際大学校総合英語暗

誦大会において、中央小学校１年の渡辺琥太郎さ

ん（岩下）、漆間渚幸さん（中小路）、中央小学校

４年の水上月乃さん（馬場）、宇土中１年の渡辺詩

衣奈さん（岩下）の４名が、以下の通り受賞され

ました。（敬称略）

　渡辺　琥太郎　小学 1年生の部　3位

　漆間　渚幸　　審査員特別賞

　水上　月乃　　小学高学年の部　3位

　渡辺　詩衣奈　中学 1年生の部　3位

英語暗誦大会

　この大会は、ＩＥＣ熊本国際大学が主催するもので、

毎年九州各県の園児から高校生まで数多くの参加者が

日ごろの成果を発揮するものです。今回の受賞、誠に

おめでとうございます。

写真左から、渡辺琥太郎さん、水上月乃さん、漆間渚幸さん、

渡辺詩衣奈さん

ＨＥＬＬＯ！美里町にエミリー先生が新しく赴任されまし

た。エミリー先生は、担当する町内小中学校の

ＡＬＴとして働きます。

ようこそ美里町へ！ Welcome to misato town!

新しいＡＬＴを紹介します
名前：Emily Robertson
　　　（エミリー・ロバートソン）
出身：アメリカ（コロラド州）
生年月日：1994 年 10 月 11 日（22 歳）
担当する学校：砥用中・砥用小

歳）

◆ 美里町の子どもたちと、どんなことがしたいですか？

　楽しく英語を教えたいです。子どもたちにも英語を「つまらないもの」と思わず、楽

　しく学んでほしいです。

◆ 趣味を教えてください

　映画鑑賞。１番好きな映画は…たくさんあって決められません！

◆ 日本でやってみたいことはなんですか？

　日本食を作りたいです。自転車でサイクリングもしたい！

�������������

��������������������

��������������������

������������������������



代　表　　　☎４６－２１１１

税務課　　　☎４６－２１１２

住民課　　　☎４６－２１１３

経済課　　　☎４６－２１１４

教育課　　　☎４６－２１１５

※総務課、会計課、議会事務局へは

代表電話番号からお取り次ぎします。

代　表　　　☎４７－１１１１

林務観光課　☎４７－１１１２

建設課　　　☎４７－１１１３

水道衛生課　☎４７－１１１４

健康窓口課　☎４７－１１１５

福祉課　　　☎４７－１１１６

※企画情報課、会計課へは代表電

話番号からお取り次ぎします。

東部出張所                          ☎ 48-0101

中央公民館（教育課）         ☎ 46-2038

水道衛生課上水道係         ☎ 47-2627

文化交流センター「ひびき」        ☎ 48-8333

総合体育館                          ☎ 46-4141

砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター        ☎ 48-0546

福祉保健センター「湯の香苑」          ☎ 46-4005

老人福祉センター              ☎ 47-0065

道の駅 美里「佐俣の湯」           ☎ 46-4111

元気の森「かじか」              ☎ 46-3993

ガーデンプレイス・家族村         ☎ 48-0158

美里物産館よんなっせ              ☎ 48-1221

フォレストアドベンチャー・美里

   　　　　　          ☎ 080-8387-3310

防災行政無線（直近の放送が聞けます）

    　　　　　　     　　     ☎ 47-0850

役場中央庁舎

役場砥用庁舎

おもな電話番号
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募
集

婚
活
イ
ベ
ン
ト
（
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー

テ
ィ
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

宇
城
広
域
連
合
結
婚
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
婚
活
イ
ベ

ン
ト
「
第
13
回
Ｕ
Ｋ
Ｉ
う
き
コ
ン
」

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

　

11
月
５
日
（
日
）
11
時
〜
14
時

場
所

【
晴
天
の
場
合
】

　

立
岡
自
然
公
園
（
宇
土
市
花
園
町
）

【
雨
天
の
場
合
】

　

カ
ラ
オ
ケ
パ
ラ
ダ
イ
ス
レ
イ
ン

ボ
ー
11
（
宇
土
市
松
山
町
）

※
場
所
の
決
定
に
つ
い
て
は
11
月

１
日
（
水
）
に
決
定
し
ま
す
。

参
加
条
件

　

男
性
：
美
里
町
・
宇
土
市
・
宇

城
市
に
在
住
で
、
20
代
・
30
代
の

独
身
の
方

　

女
性
：
20
代
・
30
代
の
独
身
の
方

※
婚
活
セ
ン
タ
ー
未
登
録
の
方
は

新
規
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
登
録
料
な
ど
は
無
料
で
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
新
規
登
録
も

可
能
で
す
。

募
集
人
数

　

男
性
・
女
性
と
も
に
10
名
程
度

参
加
費

【
晴
天
の
場
合
】

　

男
性
・
女
性
と
も
に
２
，
７
０
０
円

【
雨
天
の
場
合
】

　

男
性
・
女
性
と
も
に
２
，
５
０
０
円

申
込
期
限

　

10
月
24
日
（
火
）
16
時
ま
で

申
込
方
法

　

メ
ー
ル
・
℻
・
郵
送
・
持
参
（
件

名
を
「
Ｕ
Ｋ
Ｉ
う
き
コ
ン
申
込
み
」

と
し
、
①
名
前
（
ふ
り
が
な
）
②

性
別
③
生
年
月
日
④
年
齢
⑤
郵
便

番
号
・
住
所
⑥
職
業
⑦
電
話
番
号

⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
申
込
者
全
員
に
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
の
可
否
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

問
合
先

〒
８
６
９
‐
０
５
３
２

宇
城
市
松
橋
町
久
具
３
９
６-

２

宇
城
広
域
連
合
総
務
課

☎
３
２
‐
４
１
４
４

℻
３
２
‐
４
１
５
２

　

ko
n

katsu
@

u
ki-ko

u
ikiren

g
o

.

o
r.jp

「
都
市
緑
化
月
間
」

〜
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
応

援
し
ま
す
〜

　

10
月
１
日
（
日
）
か
ら
10
月
31

日
（
火
）
ま
で
は
「
都
市
緑
化
月
間
」

で
す
。
熊
本
県
、
市
町
村
、
関
係

団
体
で
構
成
す
る
「
く
ま
も
と
緑
・

景
観
協
働
機
構
」
で
は
、
良
好
な

景
観
形
成
を
進
め
る
た
め
民
間
団

体
な
ど
の
緑
化
や
景
観
づ
く
り
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
事
業
」
で
は
、
町
内
会
や

自
治
会
な
ど
の
地
域
の
住
民
団
体

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
道

路
、
公
園
、
学
校
な
ど
に
樹
木
や

花
を
植
え
る
場
合
に
苗
木
な
ど
の

購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援

事
業
」
で
は
、
道
路
、
公
園
、
学

校
な
ど
に
花
の
植
栽
を
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て

花
の
種
子
、
球
根
、
苗
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
支
援
事
業
の
申

請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
団
体
の

皆
様
か
ら
の
申
請
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
合
先

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事

務
局

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
２
２
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フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
と
は
、
イ
ギ

リ
ス
を
発
祥
と
す
る
『
森
林
や
田

園
地
帯
、
古
い
街
並
み
な
ど
地
域

に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と

【
Ｆ
ｏ
ｏ
ｔ
】
が
で
き
る
小
径
（
こ

み
ち
）
【
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
】
』
の
こ
と
で

す
。

　

美
里
町
に
お
い
て
は
、
地
域
な

ら
で
は
の
風
景
や
、
そ
れ
を
守
っ

て
き
た
地
元
の
人
と
の
温
か
な
触

れ
合
い
な
ど
「
あ
り
の
ま
ま
の
」

美
里
を
心
身
で
感
じ
な
が
ら
歩
く

こ
と
を
「
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス
」
と

称
し
、
全
国
で
も
先
進
的
な
町
と

し
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
熊
本
県
の
「
平
成
29
年

度
『
歩
き
』
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
で
、

ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　

11
月
９
日
（
木
）

　

10
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

場
所

　

美
里
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
ひ

び
き
大
研
修
室

※
講
座
内
で
現
地
演
習
（
実
際
の

コ
ー
ス
を
歩
く
）
を
行
い
ま
す
。

受
講
要
件

　

住
所
地
・
性
別
・
年
齢
制
限
等

は
な
く
、
歩
行
が
可
能
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

無
料

準
備
物

　

筆
記
用
具
・
弁
当
・
水
筒
・
歩

け
る
服
装
・
運
動
靴
・
雨
具

問
合
先

美
里
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

☎
５
３
‐
９
９
９
７

℻
５
３
‐
９
６
６
２

案
内

「
浄
化
槽
」
の
設
置
申
請
は
10

月
31
日
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

一
般
家
庭
の
浄
化
槽
設
置
は
、

国
の
補
助
を
受
け
て
町
が
事
業
主

体
と
な
り
、
工
事
を
発
注
し
て
い

ま
す
が
、
設
置
申
請
か
ら
工
事
着

工
ま
で
約
１
か
月
程
度
必
要
と
な

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

で
す
。

　

「
浄
化
槽
の
日
」
を
中
心
に
浄

化
槽
法
の
周
知
徹
底
と
よ
り
良
い

浄
化
槽
、
特
に
水
質
汚
濁
の
原
因

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

労
災
・
職
業
病
相
談
会

　

仕
事
上
の
ケ
ガ
や
振
動
病
、
じ

ん
肺
、
騒
音
性
難
聴
な
ど
の
職
業

病
は
、
労
災
保
険
の
適
用
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
症
状
で
お
悩
み
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　

10
月
21
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

場
所　

美
里
町
中
央
公
民
館

料
金　

無
料

対
象
者

　

ア
ス
ベ
ス
ト
作
業
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
、
建
設
土
木
作
業
、
林
業
な

ど
で
働
い
た
経
験
が
あ
る
方

症
状

　

仕
事
上
の
ケ
ガ
、
手
指
の
し
び

れ
、
冷
え
、
痛
み
、
こ
わ
ば
り
、

息
切
れ
、
セ
キ
、
タ
ン
が
出
る
。

耳
鳴
り
や
耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
な

ど
。

※
相
談
日
に
限
ら
ず
、
電
話
で
の

相
談
も
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
合
先

全
日
本
建
設
交
通
一
般
労
働
組
合

九
州
支
部
熊
本
分
会

☎
０
９
６
‐
３
６
０
‐
３
１
４
６

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
設
置
基

数
と
事
業
費
を
確
定
さ
せ
て
国
か

ら
の
補
助
を
受
け
る
た
め
、
平
成

30
年
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は

工
事
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
４
月
ま
で
に
新
築
住

宅
へ
の
入
居
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
や
、
改
築
・
増
築
の
工
事
を
計

画
さ
れ
て
工
事
完
了
を
平
成
30
年

４
月
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
必
ず
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
設
置
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
申
請
は
、
平
成
30
年

度
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
合
併
浄
化
槽
」

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
河

川
環
境
や
生
活
環
境
の
保
全
の

為
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

水
道
衛
生
課

☎
４
７
‐
１
１
１
４
（
直
通
）

で
あ
る
生
活
排
水
を
併
せ
て
処
理

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
浄

化
槽
の
日
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
に

よ
り
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で

す
。
末
永
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、

皆
様
の
適
切
な
使
用
と
日
常
の
維

持
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ミ
や
薬
品
類
、
油
を
そ
の
ま

ま
流
さ
な
い
。
（
油
は
廃
油
回
収

に
出
し
ま
し
ょ
う
）

・
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
次
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。

・
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
、
補
修

や
消
毒
剤
の
補
給
を
行
い
ま
す
。

・
清
掃

　

浄
化
槽
を
清
掃
し
た
り
、
た

ま
っ
た
汚
泥
を
引
き
抜
い
た
り
す

る
作
業
を
行
い
ま
す
。

・
法
定
検
査

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い

る
か
県
が
指
定
し
た
機
関
が
検
査

し
ま
す
。

問
合
先

熊
本
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
９
６
‐
２
８
４
‐
３
３
５
５
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美
里
物
産
館
『
よ
ん
な
っ
せ
』

開
館
５
周
年
記
念
感
謝
祭

　

美
里
物
産
館
『
よ
ん
な
っ
せ
』

は
、
今
年
の
11
月
で
開
館
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
美
里
町
東

部
地
区
活
性
化
協
議
会
で
は
、『
美

里
物
産
館
開
館
５
周
年
記
念
感
謝

祭
』
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

感
謝
祭
で
は
、
軽
ト
ラ
市
を
中

心
と
し
た
地
元
農
産
物
の
販
売
や

そ
ば
打
ち
体
験
、
軽
ト
ラ
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
、
キ
ッ
ズ
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
地
域
交
流
カ
フ
ェ
で
の
震

災
復
興
パ
ネ
ル
展
示
や
、
思
い
出

の
写
真
展
な
ど
を
開
催
し
、
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い

や
、
美
里
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

将
来
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
物
産
館
で
は
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

　

11
月
４
日
（
土
）
９
時
か
ら

　

雨
天
の
場
合
は
、
５
日
（
日
）

開
催

ま
つ
に
し
デ
ー
開
催

　

熊
本
県
立
松
橋
西
支
援
学
校
で

は
、
「
地
域
に
開
か
れ
た
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
本
校
の
児
童
生
徒
、
職
員
、

保
護
者
、
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
行
事
を
企
画
・
運
営
し
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
さ
ら

な
る
定
着
を
め
ざ
し
て
、
「
ま
つ

に
し
デ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
校
教
育
の
地
域
へ
の
理
解
・
啓

発
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

開
催
日
時

　

10
月
15
日
（
日
）

　

９
時
か
ら
14
時
ま
で

場
所

　

松
橋
西
支
援
学
校
の
運
動
場
お

よ
び
ホ
ー
ル

※
雨
天
時
は
体
育
館
、
ホ
ー
ル
、

教
室
な
ど

内
容

【
小
学
部
】

　

ま
つ
に
し
モ
ー
ル

【
中
学
部
】

　

陶
芸
班
、
園
芸
班
、
Ｅ
Ｍ
班
に

よ
る
作
業
製
品
の
販
売
お
よ
び
ふ

れ
あ
い
活
動
、
合
奏
発
表

【
高
等
部
】

　

農
業
班
、
工
芸
班
、
木
工
班
、

窯
業
班
、
ク
ラ
フ
ト
班
に
よ
る
作

業
製
品
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
班
の

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

【
保
護
者
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
食
バ

ザ
ー

【
関
係
団
体
】

　

約
16
団
体
に
よ
る
作
業
製
品
な

ど
の
販
売
や
食
バ
ザ
ー

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】

　

児
童
生
徒
に
よ
る
ま
つ
に
し
太

鼓
、
協
力
団
体
に
よ
る
演
奏
、
ダ

ン
ス
な
ど

問
合
先

熊
本
県
立
松
橋
西
支
援
学
校

☎
３
３
‐
２
７
９
７

特
設
行
政
相
談
室

　

本
年
度
の
行
政
相
談
週
間
は
、

10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
日
）

ま
で
で
す
。
本
町
で
は
、
10
月
の

心
配
ご
と
相
談
に
合
わ
せ
特
設
行

政
相
談
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
務
省
の
行
政
相
談
と
は
、
行

政
全
般
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
行

政
機
関
の
間
に
行
政
相
談
員
が
立

ち
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
制

度
で
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で

個
人
情
報
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
を
は
じ
め
、
親
族
、
職
場
、

地
域
に
お
け
る
問
題
で
お
困
り
の

方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　

10
月
24
日
（
火
）

　

10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所

　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
湯
の
香
苑

行
政
相
談
員

　

福
田
一
幸
さ
ん
（
小
筵
）

　

林
田
眞
典
さ
ん
（
永
富
）

問
合
先

総
務
課

☎
４
６
‐
２
１
１
１

第
４
回
宇
城
管
内
消
防
団
員
意

見
発
表
会

　

消
防
団
は
地
域
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
、

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

宇
城
管
内
で
は
、
現
在
２
，

７
８
３
名
（
女
性
１
０
５
名
）
の

消
防
団
員
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
、
各
市
町
消
防

団
代
表
に
よ
る
意
見
発
表
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
宇
土
市
、
宇
城

市
、
美
里
町
の
消
防
団
員
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
る
発
表
会
で
す
の

で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

応
援
に
来
て
ね
！

場
所

　

美
里
物
産
館
『
よ
ん
な
っ
せ
』

駐
車
場
お
よ
び
東
部
出
張
所
『
交

流
室
』

問
合
先

美
里
物
産
館
『
よ
ん
な
っ
せ
』

☎
４
８
‐
１
２
２
１

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
来
場
さ
れ
た
方
に
は

心
ば
か
り
の
粗
品
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

期
日

　

10
月
27
日
（
金
）

　

19
時
か
ら
（
開
場
18
時
30
分

場
所

　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
リ
ー
ナ

問
合
先

宇
城
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課

☎
２
２
‐
６
２
２
１
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宇土税務署では、事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。
多くの事業者の方に関係のある制度ですので、是非、お越しください。

◎消費税の軽減税率制度は、平成 31 年 10 月 1 日からの消費税率の 10％への引上げと同時に実施されます。

◎軽減対象品目の取扱いがある消費税の課税事業者の方だけでなく、例えば、会議費や交際費として飲食

料品等を購入する事業者の方や消費税の免税事業者の方も、取扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの

区分経理など、制度の実施に向けた準備が必要となります。

◎駐車場は駐車可能台数が限られています。ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください。
◎会場の席数に限りがありますので、参加の際は事前に下記の窓口へお申込みをお願いします。

【申込・問合先】

宇土税務署法人課税部門　☎ 22-0410（内線 209）

※税務署にご連絡の際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声案内に従って「２」を選択してください。

 【開催日時・会場など】

日時 会場 備考

10 月 18 日（水）

14 時～ 15 時

宇土合同庁舎２階共用会議室

（宇土市北段原町 153 番地） ・座席数 50 席

・要事前申込み10 月 20 日（金）

14 時～ 15 時

美里町役場（砥用庁舎）多目的会議室

（下益城郡美里町三和 420 番地）

10 月 24 日（火）

14 時～ 15 時

宇城市役所新館１階第 2 会議室

（宇城市松橋町大野 85）

・座席数 80 席

・要事前申込み

公布・公表日 名称 所管課

平成 29 年８月７日 美里町こどもインフルエンザ予防接種費用助成事業実施要綱の一部を改正する要綱 健康窓口課

平成 29 年８月 18 日 美里町空き家バンク登録促進奨励金交付要綱の一部を改正する要綱 企画情報課

条例、規則、その他の規程の公布、公表について紹介します

見逃せない！

平成 28 年熊本地震

関連情報

熊本地震の被災者のみなさまへ

医療機関などの窓口負担の免除は

９月 30 日（土）で終了します

熊本地震で居住する住宅が半壊以上だった方で、熊本県全域の

市町村国保、後期高齢者医療、介護保険 にご加入の方は、
医療機関などに免除証明書を提示することにより、受診する際の窓口負担や介

護保険の利用料が免除となっていますが、この取扱いは、９月30日（土）で
終了します。

　免除措置終了に伴い、10月 1日（日）以降は、医療機関の窓口負担や介護

保険の利用料の支払いが必要となります。

■ 問合先
　国保・後期高齢者医療に関すること　住民課保険年金係　☎ 46-2113（直通）
　介護保険に関すること　　　　　　　福祉課介護・高齢者支援係　☎ 47-1116（直通）

消費税軽減税率制度説明会のご案内
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美
里
町
建
設
業
協
会

㈱
西
村
建
設

㈲
ニ
コ
ニ
コ
モ
ー
タ
ー
ス

㈱
成
和
工
業

㈱
平
野
建
設

㈲
大
伸
企
画

佐
野
電
気
美
里
店

㈲
砥
用
食
品

(

資)

岩
本
本
店

(

資)

佐
野
ト
キ
商
店

ホ
ー
プ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
光
屋

あ
り
さ
ス
ー
パ
ー
砥
用
店

す
ま
ー
と
美
容
室

㈲
松
永
製
材
所

レ
ス
ト
ラ
ン
木
香
里

石
窯
ピ
ザ
ハ
ー
ベ
ス
ト

メ
ゾ
ン
キ
コ
リ

吉
成
元
希

ペ
ラ
ク
ラ

み
さ
と
会

南
部
歯
科
医
院

本
田
板
金
塗
装
工
場

松
下
自
動
車
整
備
工
場

(

資)

松
本
輪
業

㈱
明
進
測
量
設
計

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
い
な
づ
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
熊
本
美
里

三
和
店

㈲
ト
ス
イ

藤
崎
酒
店

マ
イ
・
キ
ッ
チ
ン

㈲
中
川
建
設

お
し
ど
り

斎
藤
文
具
店

ギ
フ
ト
＆
家
電
サ
カ
モ
ト

桝
田
豆
腐
店

㈲
ケ
イ
・
ロ
ー
ド

石
田
商
店

石
田
菓
子
店

㈱
第
一
タ
ク
シ
ー

坂
本
写
真
館

ス
ワ
ン
美
容
室

㈲
不
知
火
薬
局

㈲
熊
日
砥
用
販
売
セ
ン
タ
ー

㈲
砥
用
衛
生
社

今
田
酒
店

㈲
三
浦
自
動
車

㈲
村
崎
葬
儀
社

㈱
ト
モ
テ
ッ
ク

桑
田
酒
店

㈱
ニ
シ
ス
イ

㈲
吉
本
工
業

砥
用
モ
ー
タ
ー
ス

一
休
舎
石
材

松
本
内
装

小
原
石
油

㈲
結
城
造
園
土
木

㈲
園
田
石
材
店

長
生
堂
薬
局

割
烹
さ
か
ぐ
ち

ひ
さ
こ
美
容
室

㈲
一
番
組

サ
フ
ァ
イ
ア

星
本
製
材
所

早
田
設
備

渡
辺
工
業

中
華
園

㈱
中
村
商
事

㈱
巧
設

西
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詳しくは、上記問合先までご連絡ください。

● 開催日時　11 月 18 日（土）

　　　　　　※雨天の場合は 11 月 19 日（日）に延期

● 会　　場　日本一の石段（3333 段石段）

　　　　　　※メイン会場：町営御坂駐車場

● 駐  車  場　第１駐車場：元気の森かじか駐車場

　　　　　　第２駐車場：岩野グラウンド

● 申込期間　９月 26 日（火）～ 10 月 31 日（火 )

● 申込方法　参加申込書に必要事項を記載のうえ、役場両庁舎・中央公民館・

　　　　　　東部出張所または最寄りの郵便局へ参加料と一緒にお申し込みください。

● 募集定員　800 名　※募集定員に達しない場合は当日受付を実施します。

● 参  加  料　事前受付：１人 1,000 円

　　　　　    当日受付：１人 1,200 円

● 問  合  先　林務観光課観光商工係　☎ 47-1112（直通）　℻ 47-0110

� �� ������ � � � ����� �
　毎年、秋の恒例イベントとなりました「アタック・ザ・日本一」を今年度も開催いたします。

　このイベントは、3333 段の日本一の石段において、フルコース（3333 段）とハーフコー

ス（1620 段）の２コースを用意し、参加される方の体力に合わせて、自分のペースでゆっ

くりと秋の紅葉を楽しみながら石段を登っていただくイベントです。また、石段の各中継

地点では地元団体等による “おもてなし” を実施し、さらにメイン会場（町営御坂駐車場）

においてもバザーやステージショー、お楽しみ抽選会を行います。す。

参加者

大募集 !!

いたしたしたしますますす。。。い

ハーフーフーフコーコーコー

ースでゆっっ
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65歳以上の方々へ インフルエンザ予防接種を受けましょう！

町
では65 歳以上の方

を対象にインフルエ

ンザ予防接種費用の一部

を、右記により助成します。

●問合先　健康窓口課健康支援係
　　　　☎ 47‐1115（直通）

●対象者　　満 65 歳以上

●接種期間　10 月２日（月）～ 12 月末日

●接種回数　接種期間内１回

●助成金額　2,000 円を上限

●町が契約する医療機関で接種する場合

　2,000 円を差し引いた自己負担額を契約医療機関にお支

　払いください。

●契約外医療機関で接種する場合

　接種費用の２分の１の額（その額に１円未満の端数が

生じた場合は、これを切り捨てた額）又は 2,000 円の

いずれか低い額を、領収書および接種済証明書を添え

て、健康窓口課へ平成 30 年３月 31 日までに請求いた

だくことになります。

※予診票は契約医療機関もしくは役場（中央庁舎住民課、

　砥用庁舎健康窓口課）にあります。

※医療機関に事前の予約をお願いします。（１週間前まで）

こどもの保護者の方々へ

インフルエンザ予防接種費用を助成します！

今
年から、子育て世帯の負担軽減と、重症化および

まん延防止を目的として、任意の予防接種である

インフルエンザ予防接種を、希望するこどもの保護者に

対し、予防接種費用の一部を右記により助成することに

なりました。

【注意事項】

・インフルエンザ予防接種は任意接種ですので、接種に

ついて法律上の義務はありません。保護者の方が判断し、

接種される場合はご利用ください。

・インフルエンザワクチンは、製造過程で鶏卵を使用し

ています。鶏卵、鶏肉、その他の鶏由来のものに対して

アレルギーのある方は、注意が必要ですので接種医とご

相談ください。

・予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力

がつくまでに 2週間程度かかり、その効果が十分に持

続する期間は約 5か月間とされています。毎年インフ

ルエンザが流行する前の 12月中旬までに接種を受けて

おくと、より効果的に有効性を高めるといわれています。

●対象者　　生後６か月から 18 歳（高校３年生相当）

　　　　　　までの方

●接種期間　10 月２日（月）～ 12 月末日

●接種回数　中学生から高校３年生相当まで：１回

　　　　　　生後６か月から小学６年生まで：２回

●助成金額　1,500 円を上限

●町が契約する医療機関で接種する場合

　1,500 円を差し引いた自己負担額を契約医療機関

にお支払いください。

●契約外医療機関で接種する場合

　接種費用の２分の１の額（その額に１円未満の端

　数が生じた場合は、これを切り捨てた額）又は　

　1,500 円のいずれか低い額を、領収書および接種

　済証明書を添えて、健康窓口課へ平成 30 年３月

　31 日までに請求いただくことになります。

※予診票は、予防接種を受ける医療機関にあります。
※医療機関に事前の予約をお願いします。（１週間
　前まで）

【副反応発生時】

　この予防接種は、任意接種です。万が一、副反応によって健康被害が発生した場

合は、予防接種法に基づく健康被害救済制度の対象ではなく独立行政法人医薬品医

療機器総合機構法に基づく救済を受けることになります。

●契約医療機関

　( こどもインフルエンザ予防接種含 )

石井クリニック　　　　　 　（☎４６－３９９０）

くまもと温石病院　　　　 　（☎４６－３０００）

たのうえ胃腸科クリニック 　（☎４７－６０３２）

間部病院　　　　　　　　 　（☎４７－００３２）

美里リハビリテーション病院（☎４８－０２１１）
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会場：湯の香苑月の健康カレンダー10

文化交流センターひびきでの催し物ご案内

ホームページ・Facebook でも情報更新中！ 美里町文化交流センターひびき　☎４８‐８３３３

日時・受付時間 行事名 対象者 内　容 携行品等

10 日（火）

9:00 ～ 9:15
１歳相談 平成 28 年 10 月生 栄養・歯科・保健指導　他

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

10 日（火）

24 日（火）

10:00

母子健康手帳交付

（要予約）
妊婦

手帳交付、歯科・保健・栄養指導、

相談　他

・印鑑
・個人番号カード

（または通知カード）
・本人確認書類

（運転免許証等）

10 日（火）

24 日（火）

10:30 ～ 11:30

生活習慣病予防

健康相談（要予約）
一般住民

血圧測定、体格・尿・血糖検査、健康・

歯科相談　他

・健康手帳
予約先：健康窓口課

16 日（月）

13:00 ～ 13:15
１歳半・３歳健診

平 成 28 年 3 月 生 と

平成 26 年 6 月生

計測、問診・内科診察・歯科診察・フッ

素塗布・歯科・保健・栄養指導　他

・母子健康手帳　
・問診票
・歯ブラシ

16 日（月）

13:45 ～ 14:00
４ヶ月・７ヶ月健診

平成 29 年 6 月生と

平成 29 年 3 月生

内科診察、栄養、歯科、保健指導　

他

・母子健康手帳　
・問診票
・バスタオル

18 日（水）

13:00 ～ 13:15
４歳歯科健診

平成 25 年 6 月生～

11 月生

計測、歯科診察、歯科・栄養・保

健指導、療育・発達相談、フッ素

塗布 他

・母子健康手帳　
・問診票
・歯ブラシ

24 日（火）

9:00 ～ 9:15
10 ヶ月相談 平成 28 年 12 月生 栄養・歯科・保健指導　他

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

● ホール催し物

・10 月   １日（日）　カラオケ発表会

・10 月   ４日（水）　町村議会議長会

・10 月   ６日（金）　美里町 PTA 連合会　教育講演会

・10 月 22 日（日）　砥用中学校文化祭

・11 月   １日（水）　教育の日 講演会

・11 月   ３日（金・祝）　美里町文化祭

● コミュニティホール展示

・  ９月 18 日（月）～ 10 月 19 日（木）　甲佐絵画クラブ展

・10 月 21 日（土）～ 10 月 22 日（日）　砥用中学校文化祭

・10 月 27 日（金）～ 11 月３日（金・祝）　美里町文化祭

● イベント

○ひびき♪ピアノの日

【日時】11 月 19 日（日）　12：30 開場　13：00 開演

世界で有名なスタインウェイピアノを演奏・鑑賞できる当

イベント、今年で８回目になります。

現在、出演者を募集中です！当日は、どなたでも自由に鑑

賞できますので、出演者・ゲストピアニストのすばらしい

音色をお楽しみください。（出演参加費：2,000 円）

○スタインウェイピアノ体験会

【日時】11 月 12 日（日）、17 日（金）、18 日（土）

スタインウェイピアノを気軽に弾いてみたいという方に、

特別料金で体験ができます。

発表会の練習などにもおすすめです。（体験料：15 分 500

円～１時間 2,000 円）

● ドラムレッスン生徒募集

どなたでも気軽に演奏できるドラム。ストレス発散・運動

になり、脳の活性化にもよいと言われています。体験レッ

スンも受付中！（体験料 30 分 1,000 円）

【料金】１レッスン 30 分

　　　 月２回コース→ 6,480 円、月３回コース→ 8,640 円

【実施日程】土曜の 10 ～ 12 時・13 ～ 17 時の希望時間で調整

※予約状況により水曜に振替の場合あり

【対象】小学生以上

● ストリートダンス教室

ダンス初心者歓迎！運動が苦手な方も、得意な方も、ＢＧ

Ｍに合わせて楽しく体を動かしましょう！

見学、体験レッスンも受付中です。

【場所】文化交流センターひびき　リハーサル室

【料金】１ヶ月 3,000 円

【実施日程】金曜の 20 ～ 21 時　月４回

※予約状況により振替の場合あり

収容人数の関係で、定員が埋まり次第、募集終了とさせて

いただきます。

【対象】小学生以上（年長組の方も応相談）
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・年金手帳　・印鑑　・本人確認ができるもの（免許証等）

日本年金機構出張相談所開設日程

※代理人が相談に行かれる際は、委任状など、別途持参していただくものが必要となります。予約の際にお尋ねください。

相談の際にお持ちいただくもの

問合先　熊本東年金事務所 ☎０９６- ３６７- ２５０３　役場住民課保険年金係☎４６- ２１１３

保険年金だより知って得する

※地震の影響により出張相談が行えない会場があることが予想されます。

【日時・場所】10 月  ３ 日（火）10 時～ 15 時 宇城市役所 ( 豊野支所 )

【日時・場所】10 月  ５ 日（木） 10 時～ 15 時 宇土市保健センター

【日時・場所】10 月 17 日（火）10 時～ 15 時 宇城市役所 ( 豊野支所 )

【日時・場所】10 月 19 日（木）10 時～ 15 時 宇土市保健センター

☆厚生年金や国民年金の裁定請求等の相談もできます。

☆相談には上記年金事務所へ事前の予約が必要です。

就
職、退職、結婚などによって加入者の国民年

金の種別が変わることがあります。被保険者

種別が変わったときは届出が必要です。届出を忘れ

ると、年金額が少なくなったり受け取れない場合も

ありますので、その都度忘れずに行いましょう。以

下は主な例です。

◆こんなときには届出が必要です

こんなとき 被保険者種別 届出先

■ 第１号被保険者（自営業、学生、無職の方など）

 就職して厚生年金等に加入したとき 第１号→第２号  勤務先の事業所が年金事務所に届出

 配偶者（第２号被保険者）に扶養されるようになったとき 第１号→第３号
 配偶者の勤務先の事業所を経由して

 年金事務所に届出

■ 第２号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金や共済年金に加入されている方）

 退職して厚生年金等から離脱したとき 第２号→第１号  役場の国民年金担当窓口に届出

 退職して配偶者（第２号被保険者）に扶養されるよう

 になったとき
第２号→第３号

 配偶者の勤務先の事業所を経由して

 年金事務所に届出

■ 第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）

 就職して厚生年金等に加入したとき 第３号→第２号  勤務先の事業所が、年金事務所に届出

 配偶者（第２号被保険者）が退職したとき

 配偶者（第２号被保険者）の扶養から外れたとき

 配偶者（第２号被保険者）と離婚したとき

 配偶者（第２号被保険者）が 65 歳になったとき

第３号→第１号  役場の国民年金担当窓口に届出

 配偶者（第２号被保険者）の加入する被用者年金制度

 が変わったとき（例 : 厚生年金から共済組合）
第３号→第３号

 配偶者の勤務先の事業所を経由して

 年金事務所に届出

・年金手帳

・印鑑

・厚生年金等の資格の喪失が確認できるもの

　（離職票等）や扶養から外れたことを確認で

　きるもの（社会保険の資格喪失証明など）

届出のときに必要なもの（届出先が役場の場合）



��広報みさと 2017.10

No.154

広げよう福祉の輪を

社協
だより

う
み
た
ま
ご
（
大
分
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
バ
ス
ハ
イ
ク

　

８
月
27
日
（
日
）
、
平
成
29
年

度
の
ひ
と
り
親
家
庭
バ
ス
ハ
イ
ク

を
実
施
し
、
総
勢
36
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
行
は
九
州
自
動
車
道

を
北
上
、
鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

で
大
分
自
動
車
道
に
入
り
、
一
路

大
分
市
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

車
中
で
は
、
ひ
と
り
親
会
（
山

本
弥
奈
子
会
長
）
提
供
の
お
菓
子

を
も
ら
い
、
特
別
参
加
の
熊
本
学

園
大
学
の
実
習
生
２
名
に
よ
る
な

ぞ
な
ぞ
大
会
を
行
い
、
長
距
離
移

動
と
な
っ
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

お
昼
前
に
大
分
市
に
到
着
し
、

は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
、
ま
ず

は
昼
食
を
と
る
た
め
、
焼
き
肉
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
。
焼
き
肉
以
外
に
も

寿
司
、
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
、
ス
イ
ー

ツ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
果
実
な

ど
食
べ
放
題
で
し
た
の
で
、
中
に

は
昼
食
時
間
の
１
時
間
30
分
を
、

Ｔ
Ｖ
の
大
食
い
番
組
さ
な
が
ら
に

食
べ
続
け
た
猛
者
も
い
ま
し
た
。

　

大
分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館

う
み
た
ま
ご
で
は
、
集
合
写
真
撮

影
後
、
自
由
行
動
と
と
し
、
各
人

が
び
し
ょ
濡
れ
も
あ
る
イ
ル
カ

シ
ョ
ー
、
と
に
か
く
大
き
い
セ
イ

ウ
チ
の
シ
ョ
ー
、
浜
辺
を
再
現
し

た
遊
ビ
ー
チ
、
見
て
て
飽
き
が
こ

な
い
ア
ザ
ラ
シ
の
泳
ぎ
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
水
槽
で
優
雅
に
泳
ぐ
魚

た
ち
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
を
楽
し
み
、
癒
さ

れ
ま
し
た
。

　

帰
り
は
、
恒
例
の
到
着
時
間
当

て
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
予
定
通
り

美
里
町
到
着
の
は
ず
で
し
た
が
、

益
城
イ
ン
タ
ー
を
過
ぎ
た
途
端
、

大
渋
滞
に
は
ま
り
午
後
８
時
過
ぎ

の
到
着
と
な
り
、
迎
え
の
方
な
ど

関
係
各
位
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

渋
滞
は
誤
算
で
し
た
が
、
長
距

離
移
動
の
割
に
は
車
酔
い
も
な

く
、
夏
休
み
終
わ
り
の
い
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

県
老
連
か
ら
寿
詞
贈
呈

満
95
歳
の
会
員
へ

　

熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
、
満
95
歳
に
な
ら
れ
た
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
14
名
へ
寿
詞
（
お
祝
い

の
こ
と
ば
）
が
届
き
ま
し
た
。
寿

詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
単
位
ク

ラ
ブ
を
通
じ
て
、
本
人
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
次
の
方
々

で
す
。
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

堅
志
田
老
人
ク
ラ
ブ

　

米
村
マ
サ
コ
さ
ん

西
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

河
原　

香
さ
ん

　

西
島
ス
エ
子
さ
ん

萱
野
老
人
ク
ラ
ブ

　

櫛
野　

早
苗
さ
ん

長
尾
野
老
人
ク
ラ
ブ

　

奥
村　

秋
人
さ
ん

中
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　

廣
野　

千
鶴
さ
ん

　

杉
本　

五
月
さ
ん

原
町
長
寿
会

　

高
濱　

規
義
さ
ん

名
越
谷
福
寿
会

　

狩
野　

憲
義
さ
ん

　

狩
野
ヒ
サ
エ
さ
ん

二
和
田
親
和
会

　

仲
畠
ス
ギ
エ
さ
ん

柏
川
東
友
会

　

福
島　

美
枝
さ
ん

洞
岳
恵
寿
会

　

吉
田
ミ
チ
子
さ
ん

　

柿
本　

一
男
さ
ん

一
人
当
た
り
１
０
０
円
を
助
成

敬
老
行
事
に

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
９
月

の
敬
老
の
日
前
後
に
、
町
内
各
地

で
行
わ
れ
た
敬
老
行
事
に
際
し
、

お
茶
菓
子
代
を
助
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
75
歳
以
上
の

方
々
２
，
６
２
８
人
（
前
年
度

に
比
べ
33
人
減
）
に
対
し
、
一

人
１
０
０
円
、
総
額
２
６
万
２
，

８
０
０
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

美
里
町
老
人
ク
ラ
ブ

　

９
月
４
日
、
美
里
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
美
里
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
打
越
浩
之
会

長
）
主
催
に
よ
る
平
成
29
年
度
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
48
チ
ー
ム
（
前
年
度
に
比
べ

14
チ
ー
ム
増
）
が
優
勝
を
目
指
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
上
位

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。
チ
ー
ム
名
の
下
の
数
字
は
得

点
。

【
石
橋
の
部
（
午
前
）
】

優　

勝　

千
歳
会
Ａ
（
豊
富
）
62

準
優
勝　

畝
野
Ａ　

60

第
三
位　

西
山
Ｂ　

58

【
石
段
の
部
（
午
後
）
】

優　

勝　

二
和
田
Ｂ　

78

準
優
勝　

坂
本
Ａ　

70

第
三
位　

堅
志
田
Ａ　

54

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

８
月
18
日
、
美
里
町
文
化
交
流
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10月の行事予定

アルツハイマーデイ講演会　　（７日）

心配ごと（住民）相談　　　   　（10 日）

熊本県老人クラブ大会　　　   （13 日）

障がい者相談会　　　　　　　（14 日）

障がい者相談会定例会　　   　（16 日）

もの忘れ相談会　　　　　   　（17 日）

民協例会　　　　　　　　　   （19 日）

心配ごと（住民）相談　　　　   （24 日）

がんばるーんゲーム大会　　   （26 日）

月１ランチの店　　　　　　   （27 日）

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
封

寄
付
お
礼

香
典
返
し
の
お
礼　

８
月
受
付
分

洞　

岳　
　
　

上
村　

武
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

秋
義
様

畝　

野　
　
　

向
山　

勝
徳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ミ
ヱ
コ
様

原　

田　
　
　

篠
塚
シ
ゲ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

一
義
様

安　

部　
　
　

大
關　

輝
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

和
夫
様

岩　

下　
　
　

坂
井　

永
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

信
子
様

古　

閑　
　
　

西
村　

勇
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ツ
イ
コ
様

安　

部　
　
　

岡
本　

令
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

義
人
様

名
越
谷　
　
　

山
隈
ケ
サ
エ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡
春
住
法
喜
様

早　

楠　
　
　

田
上　

和
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
カ
チ
コ
様

馬　

場　
　
　

高
瀬　

義
秋
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ア
キ
エ
様

土　

喰　
　
　

嘉
悦
ア
ツ
子
さ
ん

平成 29 年度美里町老人クラブ連合会カラオケ発表会　歌唱順

no 単位クラブ名 氏名（敬称略） 曲目 歌手名

１ 佐俣 森川美須江 哀愁海峡 扇ひろ子

２ 桜 新地　博志 酒よ 吉幾三

３ 三和 鵜飼　浩子 秋恋歌 香西かおり

４ 畝野 松本　桂子 船頭さん 竹川美子

５ 三和 日置ヤス子 雨の御堂筋 欧陽菲菲

６ 堅志田 長木　久子 うわさ雨 長保有紀

７ 萱野 高田　尚子 おまえに フランク永井

８ 馬場 日方　和義 面影本線 山川豊

９ 原町 吉田　幸也 お前、ありがとう 門脇陸男

10 三和 吉川セイ子 女のあかり 天童よしみ

11 桜 清永　洋　 海峡 吉幾三

12 岩野 岩永　春代 帰らんちゃよか 島津亜矢

13 坂本 藤本　薫　 岸壁の母 二葉百合子

14 洞岳 直理　浅子 北の海峡 坂本冬美

15 土喰 杉本ヒサ子 木曽路の女 原田悠里

16 小筵 ･ 長尾野 北里佐枝子 木曽川みれん 水田竜子

17 永富 古賀　政行 球磨の女 松山順

18 坂本 吉田　起登 玄海舟歌 氷川きよし

19 堅志田 那須　勉　 仕事 ( たび ) の宿 和田青児

20 馬場 亀山　正則 昭和の歌など聴きながら 八代亜紀

21 三和 丸岡　征賢 時化酒場 鳥羽一郎

22 佐俣 吉住　怜子 人生夢桜 原田悠里

23 小筵 ･ 長尾野 福田　久枝 地酒 松下稔

24 佐俣 瀬内リツ子 大輪の花 西嶋三千代

25 原町 森永　ルリ 旅の夜風 霧島昇

26 堅志田 石坂タミ子 壺坂情話 中村美津子

27 佐俣 宮田トミエ 玄海おんな船 岡ゆう子

28 土喰 財津アケミ 残の月 杜このみ

29 豊富 山内　俊博 東京ナイトクラブ フランク永井

30 萱野 吉岡眞百美 十勝川 天童よしみ

31 安部 内田　俊一 浪花川 三門忠司

32 大窪・境 西村　徳光 南部蝉しぐれ  南部牛追い唄 福田こうへい

33 堅志田 深田美陽子 花ふたつ 真木ことみ

34 萱野 荒田　慶男 橋 北島三郎

35 上中郡 杉浦　重雄 港やど 西方裕之

36 永富 武藤　千鶴 夕霧岬 藤あや子

37 豊富 植木レイ子 雪舞い桜 夏木綾子

38 大窪・境 中嶋　健介 湯けむり情話 細川たかし

39 永富 藤賀　静彦 夜霧のブルース ディック ミネ

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

信
一
様

永　

富　
　
　

片
岡　

千
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡
塚
原
満
子
様

佐　

俣　
　
　

吉
澤　

国
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
と
し
え
様

　

境　
　
　
　

猿
渡　

德
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

充　

様

三　

加　
　
　

三
浦　

誠
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

幸
男
様

セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
に
お
い
て
、
美

里
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
打
越

浩
之
会
長
）
主
催
に
よ
る
平
29
年

度
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
民
舞
ク
ラ
ブ
（
吉

住
昭
子
さ
ん
他
）
に
よ
る
「
九
州

男
児
」
で
幕
を
開
け
、
畑
田
生
長

副
会
長
と
北
里
ま
す
子
女
性
部
長

の
司
会
進
行
の
下
、
各
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
の
代
表
39
名
（
前
半

20
名
・
後
半
19
名
）
が
自
慢
の
喉

を
披
露
し
、
ほ
ぼ
満
員
と
な
っ
た

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

前
後
半
の
合
間
に
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
土
喰
か
ら
コ
ー
ラ
ス
「
青
い

山
脈
」
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
、
健
康

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
成
瀬
ハ
ル
ミ
さ

ん
他
）
に
よ
る
「
東
京
の
灯
よ
い

つ
ま
で
も
」
の
発
表
も
あ
り
、
最

後
に
全
員
で
ふ
る
さ
と
を
合
唱
し

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
（
敬
称
略
）
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
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11 月号掲載作品の締め切りは 10 月 10 日（火）必着です。
※投稿・投句は毎月１人につき１つです。
※紙面の都合により、応募多数の場合は掲載できない場合があります。 
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はちす保育園内
☎ 47-2261

２（月） 親子運動　バランスボール
★子育て通信発行（毎月）

★子育て広場（センター室・園庭開放）

　毎週㈪～㈮　９時～ 14 時

★育児・健康相談（電話・面接相談）

　毎週㈪～㈯祝祭日を除く９時 30 分～ 16 時 30 分

17（火） 親子で健康　トランポリン

24（火） ハンドメイドしよう！

27（金） 簡単おやつクッキング

青空保育園内

☎ 46-2909

１（日）
青空保育園運動会
みんなでよーいドン！

（未就園児かけっこ）
★そよかぜ広場（センター園・園庭開放）

　毎週 ㈪～㈮　10 時～ 16 時

★育児相談 ９時 30 分～ 16 時

　毎週 ㈪～㈯　祝祭日を除く

★あおぞら通信発行

★家庭訪問

13（金） 栄養のおはなし会

17（火） パン教室

25（水） 芋掘り

◆
俳　

句
◆

暑
さ
続
き
今
日
も
走
る
救
急
車

東
田　

信
男

楽
し
み
て
二
百
十
日
の
お
百
姓

吉
島
サ
ツ
子

秋
半
猛
暑
つ
づ
き
の
猛
暑
か
な

遠
山　

勝　

足
早
に
過
ぎ
ゆ
く
季
節
霧
の
雨

喜
讀　

愛
子

弾
痕
の
残
る
樹
に
来
て
お
ん
な
蝉平

川　

義
光

髪
切
っ
て
九
月
の
風
を
身
に
纏
う磯

谷
久
仁
子

秋
の
夜
は
り
っ
し
ん
偏
の
文
字
探
す

長
井　

裕
子

包
帯
を
静
か
に
巻
い
て
九
月
な
る船

原
き
よ
み

ひ
ぐ
ら
し
に
背
中
押
さ
れ
て
米
を
研
ぐ

成
瀬
は
る
み

風
涼
し
弛
ん
だ
身
体
に
喝
入
れ
る藤

本　

邦
子

具
沢
山
の
味
噌
汁
嬉
し
今
朝
の
秋米

村　

逸
子

大
花
火
音
よ
り
先
に
消
え
て
ゆ
く白

石　

育
代

九
月
来
て
地
震
復
興
急
き
立
て
る中

川　

昭
夫

赤
と
ん
ぼ
う
を
平
和
の
使
者
と
思
う
日
々

今
田　

幸
子

這
い
這
い
の
動
画
が
届
く
夜
長
か
な

早
田　

和
子

上
向
き
し
夜
空
に
花
火
散
り
に
け
り

吉
成
眞
美
子

夏
休
み
孫
と
登
り
し
五
稜
郭

白
石　

敬
司

こ
ん
こ
ん
と
里
に
水
湧
き
天
の
川三

浦
ま
ゆ
み

山
里
の
海
よ
り
深
か
き
青
田
波

宮
田　

里
美

蜩
や
石
橋
跨
ぐ
里
に
住
む

堀
川
ク
ニ
子

窓
際
に
日
除
け
糸
瓜
の
ぶ
ら
下
が
り

林
田　

克
己

葛
の
花
ト
ン
ネ
ル
出
口
は
風
満
ち
て

中
川　

保
子

◆
短　

歌
◆

砂
浜
で
背
な
を
焼
い
て
は
又
海
へ

　
　

子
ら
の
歓
声
波
間
に
響
く

服
部　

文
雄

台か

ぜ風
の
が
れ
棚
田
の
稲
は
勇
然
と

　
　

収
穫
待
ち
て
そ
よ
風
に
ゆ
れ田

代　

昭
子

◆
肥
後
狂
句
◆

大
反
省　

わ
ざ
わ
い
呼
う
だ
軽
い
口

お
て
も

大
反
省　

飛
び
損
の
う
て
松
葉
杖

千
鶴

大
反
省　

知
ら
な
い
家
で
酔
い
の
醒
め

砥
用
あ
き
ら

大
反
省　

高
っ
か
ヒ
ー
ル
で
車
椅
子馬

場
け
ん
子

大
反
省　

見
合
い
の
酒
で
断
ら
れ

主
水

大
反
省　

追
肥
や
り
過
ぎ
う
っ
た
わ
し

や
ま
の
か
み

（毎月慣行）｝

※日程・内容は変更になることがあります。準備の都合上、事前にお問合せください。
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先月の後期高齢者医療費は

２億 3,793 万 6,196 円でした。

対象者は 2,648 人です。

介護後期高齢者医療

先月の介護給付費は

１億 3,743 万 1,263 円でした。

認定者は 872 人です。

先月の医療費（国保）は

7,964 万 5,668 円でした。

被保険者は 2,850 人です。

国保

10 月の在宅輪番医

１日
狩場医院（宇城市）                                                    ☎ 45‐2017

谷田病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1248

８日
石井クリニック（美里町）                                       ☎ 46‐3990

桃崎整形外科（甲佐町）                              ☎ 096‐235‐8111

15 日
間部病院（美里町）                                                    ☎ 47‐0032

荒瀬病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1161

22 日
美里リハビリテーション病院（美里町）              ☎ 48‐0211

谷田病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1248

29 日
くまもと温石病院（美里町）                                   ☎ 46‐3000

小屋迫医院（甲佐町）                                  ☎ 096‐234-0165

戸 籍 の 窓 口
（敬称略）

８月届出分

先月のこども医療費は

総額 771 万 2,120 円のうち、

町負担額 188 万 7,460 円でした。

被保険者は 1,190 人です。

こども

先月の医療費 ･ 介護給付費（町負担分のみ）

美里町地域おこし協力隊　 山﨑 勝平

協力隊日記 vol.15

かわいいうぶごえ

出生日 氏名 住所 父 母

８月   ３日 久保田 蒼
そ う た

大 坂貫 友幸 里華

８月   ７日 米村　咲
さ き

希 岩野 元希 愛

８月   ８日 松﨑　絆
き ず き

煌 原町 将悟 朱莉

８月 10 日 田中　楓
か え ら

蘭 中郡 淳 緑

８月 19 日 　吉坂　岬
みさき

　 洞岳 昇 愛菜

おくやみ申し上げます

死亡日 氏名 享年 住所

８月   ２日 田上カチコ （89） 早楠

８月   ３日 大關　和夫 （55） 安部

８月   ７日 岡本　義人 （89） 安部

８月 11 日 坂井　信子 （92） 岩下

８月 12 日 春住　法喜 （74） 名越谷

８月 12 日 西村ツイコ （89） 古閑

８月 13 日 嘉悦　信一 （86） 土喰

８月 14 日 高瀨アキエ （91） 馬場

８月 20 日 吉澤としえ （67） 佐俣

８月 24 日 三浦　幸男 （80） 三加

８月 25 日 西野ミツヨ （92） 馬場

８月 25 日 猿渡　充 （88） 境

８月 29 日 丸山賢治郎 （64） 堅志田

８月 30 日 西村沙由起 （50） 安部

末永くお幸せに

夫 住所
（前住所）

妻 住所
（前住所）

村田　亮 払川 （杉浦）真弓 熊本市

杉本　隆二 中小路 （梅本）沙織 （長崎）

下田志瑞也 山都町 （木田）安代 清水

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
山
﨑
で
す
。
美
里
町
へ
移

住
し
て
、
１
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
美
里
町
の
風
景
を
眺
め
て
い

る
と
四
季
折
々
の
風
景
に
加
え
、

そ
の
季
節
の
旬
の
食
べ
物
が
多
く

あ
り
、
風
景
と
旬
を
感
じ
る
贅
沢

な
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
協
力
隊
は
、
主
に
東
部

地
域
を
中
心
に
活
動
し
、
美
里
物

産
館
「
よ
ん
な
っ
せ
」
を
研
修
先

と
し
て
東
部
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
11
月
に
は
、
美
里
物
産

館
「
よ
ん
な
っ
せ
」
も
５
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
感
謝
祭
に
加
え
、
美
里
町

東
部
地
域
震
災
・
豪
雨
災
害
復
興

マ
ル
シ
ェ
を
、
東
部
地
域
の
方
々

と
協
力
し
て
行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
、
情
報
発
信
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
少
し

　
　
　

待
て
ば
涼
し
げ

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
風

10 月の住民相談
日時 場所

10 日（火）　10：00 ～ 12：00 老人福祉センター

24 日（火）　10：00 ～ 12：00 湯の香苑
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シモダ印刷　様

背景色はおまかせします。

編
集
後
記

▼
朝
晩
が
冷

え
込
む
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
起
き
る
時
に
寒
く
な
る
こ
と
を
分

か
っ
て
い
な
が
ら
、
つ
い
半
袖
で
寝
て

し
ま
っ
て
毎
日
後
悔
し
て
い
ま
す
。
今

月
号
の
特
集
は
や
ま
び
こ
祭
り
。
今
年

は
花
火
が
復
活
と
い
う
こ
と
で
、
初
の

花
火
撮
影
に
挑
戦
し
ま
し
た…

が
、

や
っ
ぱ
り
難
し
い
。
来
年
リ
ベ
ン
ジ
で

す
！
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し
に
見

る
花
火
も
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
▼
最

近
取
材
に
行
く
と
「
こ
な
い
だ
学
校
に

来
て
た
人
だ
〜
」
と
か
「
祭
り
で
も
写

真
撮
っ
て
た
人
だ
〜
」
と
か
声
を
か
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
嬉

し
い
で
す
ね
っ
。
人
気
者
の
気
分
で
す
。

よ
し
、
目
指
せ
く
ま
モ
ン
！
て
こ
と
で

取
材
行
っ
て
き
ま
ー
す
！ 

　
　
　
　美

「
か
ぜ
は
ど
こ
へ
い
く
の
」

　
子
ど
も
は
、
と
て
も
好
奇
心
旺
盛
で
色

ん
な
事
に
興
味
を
持
つ
も
の
で
す
ね
。
「
な

ん
で
な
ん
で
？
」
攻
撃
に
あ
う
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
お
話
は
と
あ
る
家
族
の
あ
る
日
の

日
常
の
中
か
ら
小
さ
な
男
の
子
が
ふ
と
し

た
ぎ
も
ん
を
お
母
さ
ん
に
投
げ
か
け
ま
す
。

「
昼
が
お
し
ま
い
に
な
っ
た
ら
、
お
日
さ
ま

は
ど
こ
へ
行
く
の
？
」

「
か
ぜ
は
や
ん
だ
ら
、
ど
こ
へ
い
く
の
？
」

　
小
さ
な
男
の
子
の
問
い
か
け
に
お
母
さ

ん
は
、
「
こ
の
世
の
も
の
は
す
べ
て
終
わ
る

の
で
は
く
、
別
の
場
所
で
ち
が
っ
た
形
で

は
じ
ま
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
１
冊

で
す
。

　
ご
家
族
で
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

絵
本
の
へ
や
　
山
口
　
由
紀
子

　
作
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
＝
ゾ
ロ
ト
ウ

　
絵
　
ハ
ワ
ー
ド
＝
ノ
ッ
ツ

　
訳
　
ま
つ
お
か
き
ょ
う
こ

五瀬　陽菜ちゃん（永富）
ひ　な

平成28年10月5日生㊛

パパ　直　樹　さん

ママ　己　智　さん

丸山　憬士くん（大沢水）
けいと

平成28年10月5日生㊚

パパ　敬　裕　さん

ママ　三　代　さん

お兄ちゃん、お姉ちゃん、たくさん遊んでね♥

本田　富士幸くん（小市野）
と し ゆ き

平成28年10月15日生㊚

パパ　富　丸　さん

ママ　日香留　さん

中村　一徳くん（馬場）
いちのり

平成28年10月28日生㊚

パパ　高　典　さん

ママ　恵　子　さん

とびっきりの笑顔でみんなを元気にするよ!!

じいじ、ばあば、みぃんな大好き♥

もう歩けますよ。みんな遊ぼうね !!色んな物に興味しんしん

登ったり降りたり、どこへでも行くよ♪

10,422人

4,927人

5,495人

4,253世帯
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